
 
 

知事からのメッセージ（骨子） 

 

○危険ドラッグの現状 
愛知県内を含めた全国で、関連する交通事故が発生するなど、危険ドラッグ

（脱法ドラッグ）の拡がりが、たいへん憂慮される状況にあります。 

 
○愛知県の対策 
 ・ 愛知県では、平成２４年１０月に「薬物の濫用（らんよう）の防止に関す

る条例」を制定し、その中で、県民の責務として、薬物の危険性に対する知

識と理解を深め、薬物の濫用を防止するよう努めることを定めています。 
 ・ 県として独自に、新たな薬物を規制対象に指定することで、国よりさらに

一歩踏み込んで、迅速に対応できる体制を整え、危険ドラッグを販売する店

舗等に対する指導の強化を図っています。 

 ・ 今年の６月愛知県議会において、知事指定薬物についても、薬事法による

指定薬物と同様に、その使用や所持を罰則付きで禁止するよう条例を改正し

ました。 

 ・ 県内の中学３年生全員にリーフレットを配布するなどして、啓発を行って

います。 

 

○皆様に伝えたいこと 

 ・ 危険ドラッグについての理解が十分でないことが、安易な使用に    

つながり、この問題を大きくしているように思います。 
 ・ 危険ドラッグの使用等が拡がれば、県民の生活や経済など社会全体に   

悪影響が及ぶことも十分に考えられます。危険ドラッグ問題に無関係な団体

や機関はありません。あらゆる機関、団体に対して、危険ドラッグへの速や

かな対応が迫られています。 
 ・ 薬物対策の関係機関だけでなく、市町村、教育関係機関、経済団体、労働

組合の方も、県全体が一丸となって、危険ドラッグ対策に取り組み、    

危険ドラッグを絶対に許さないという社会風土を醸成していきましょう。 

 
 

● 薬物対策を行っている関係機関は、取締りや啓発をより一層強化して   

ください。 
 
● 市町村や各種団体は、あらゆる機会を捉えて啓発を実施してください。 

 


